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対
前
年
度
比
、
対
前
年
度
比
と
去
年
と
比
べ
ら
れ
て
ば
か
り

い
る
当
初
予
算
で
す
が
、
今
年
は
市
制
施
行
80
周
年
で
す
し
、

た
ま
に
は
じ
っ
く
り
長
い
目
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
塚
市
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
７
年
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、
男
子
三
段
跳
び
の
南
部
忠
平
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル

を
取
る
な
ど
、
時
に
お
め
で
た
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た（
80
年

前
も
や
は
り
今
年
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
ん

で
す
）。
し
か
し
、
世
界
恐
慌
の
影
響
が
色
濃
く
残
り
、
満
州

国
の
建
国
や
、
五
・
一
五
事
件
な
ど
第
２
次
世
界
大
戦
へ
軍
靴

の
響
き
が
続
く
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
市
の
状
況
を

ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
平
塚
市
勢
要
覧
」に
よ
り
ま
す
と
、

予
算
額
は
34
万
７
６
８
５
円
。
現
在
の
感
覚
で
は
、
月
給
並
み

の
金
額
で
、
平
塚
市
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
以
来
80
年
。
戦
災
か
ら
の
復
興
、
高
度
成
長
、
あ
る
い
は
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
崩
壊
…
…
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

を
平
塚
市
は
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
、
平
成
24
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
は
過
去
最
大
の
884
億
円
ち
ょ
う
ど
と
な
り
ま

し
た
。
ほ
ぼ
50
年
ぶ
り
と
な
る
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
工
事
も

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
884
億
円
を
昭
和
７
年
の
額
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
約
25
万
４
２

５
０
倍
に
増
え
た
計
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
歩
み
を
80
年
前
の
人
は
ど
う
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。

市役所本庁舎とその南側で進む新庁舎の工事
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税
収
は
前
年
度
に
比
べ
17
億
５

０
３
５
万
円（
４
・
１
㌫
）減
る
見

込
み
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
平
成
21
年
度
に
次
ぐ
過
去
２

番
目
の
大
き
な
減
少
で
す
。
法
人

市
民
税
が
10
億
６
８
８
０
万
円

（
25
・
２
㌫
）減
る
見
込
み
の
ほ
か
、

固
定
資
産
税
・
市
た
ば
こ
税
も
減

る
見
込
み
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
９
億
１
０
０
０

万
円（
267
・
6
㌫
）の
大
幅
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
平
成
23
年
度

当
初
予
算
で
は
全
額
を
国
庫
負
担

と
し
て
い
た
子
ど
も
手
当
に
市
の

負
担
分
を
見
込
ん
だ
こ
と
な
ど
か

ら
、４
億
８
１
９
５
万
円（
３
・
３

㌫
）減
る
見
込
み
で
す
。

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
と

庁
舎
建
設
基
金
を
取
り
崩
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
29
億
８
７
５
４
万

円（
309
・
7
㌫
）増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

市
債
の
増
加
に
伴
い
、
自
主
財

源
比
率
は
61
・
０
㌫
と
な
り
、
２
・

５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費（
１
・
９
㌫
減
）

　

人
件
費
は
前
年
度
に
比
べ
246
万

円（
０
・
０
２
㌫
）の
微
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
扶
助
費
は
子
ど
も

手
当
の
制
度
変
更
な
ど
に
よ
り
７

億
１
０
３
５
万
円（
３
・
４
㌫
）減

る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
子
ど

も
手
当
分
を
除
く
と
、
児
童
発
達

支
援
な
ど
の
た
め
５
億
２
３
１
０

万
円
増
え
て
い
ま
す
。
公
債
費
は

６
２
２
４
万
円（
１
・
２
㌫
）減
少

し
、
義
務
的
経
費
の
総
額
で
は
７

億
７
０
１
３
万
円（
１
・
９
㌫
）減

る
見
込
み
で
す
。
歳
出
総
額
に
占

め
る
義
務
的
経
費
の
割
合
は
45
・

９
㌫
に
下
が
り
、
３
年
ぶ
り
に
50

㌫
を
下
回
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費（
101
・
８
㌫
増
）

　

投
資
的
経
費
は
新
庁
舎
建
設
と

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
整
備
な

ど
の
た
め
、
86
億
５
０
３
５
万
円

（
101
・
８
㌫
）の
大
幅
増
で
す
。

市
債
現
在
高

　

一
般
会
計
で
は
、
財
源
が
不
足

し
た
分
を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
臨
時
財
政
対
策
債
が
前
年
度
よ

り
２
億
７
０
０
０
万
円
増
え
ま
し

た
。
新
庁
舎
の
建
設
や
次
期
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、
投

資
的
経
費
に
伴
う
借
り
入
れ
が
36

億
２
９
８
０
万
円（
95
・
３
㌫
）増

え
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ

38
億
９
９
８
０
万
円（
61
・
５
㌫
）

多
い
102
億
３
９
３
０
万
円
の
借
り

入
れ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
発
行
額
が
100
億
円
を
超
え

る
の
は
、
借
り
換
え（
過
去
に
高

金
利
で
発
行
さ
れ
た
市
債
を
低
金

利
の
市
債
に
変
更
）を
行
っ
た
平

成
16
年
度
の
114
億
１
４
０
０
万
円

以
来
８
年
ぶ
り
で
す
。

　

本
年
度
末
の
市
債
現
在
高
は
542

億
８
０
３
０
万
円（
市
民
一
人
当

た
り
20
万
８
７
７
７
円
）で
、
前

年
度
に
比
べ
59
億
８
９
１
１
万
円

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
本
年
度

⃝歳入 ㌫ 万円
◆自主財源 61.0 5,394,778
市税 46.8 4,134,778
分担金・負担金 1.0 89,851
使用料・手数料 1.8 161,829
財産収入 0.1 11,673
繰入金 4.5 395,210
諸収入 5.3 471,391
その他 1.5 130,046
◆依存財源 39.0 3,445,222
地方譲与税 0.6 51,600
利子割交付金 0.1 3,900
地方消費税交付金 3.0 268,800
自動車取得税交付金 0.3 26,400
地方特例交付金 0.3 28,800
地方交付税 1.4 125,000
国庫支出金 15.8 1,398,913
県支出金 5.6 498,479
市債 11.6 1,023,930
その他 0.3 19,400

合計 100.0 8,840,000

⃝歳出 ㌫ 万円
◆義務的経費 45.9 4,054,098
人件費 17.6 1,552,902
扶助費 22.7 2,003,040
公債費 5.6 498,156
◆投資的経費 19.4 1,714,885
◆そのほかの経費 34.7 3,071,017
物件費 12.1 1,068,905
補助費等 6.4 562,424
維持補修費 1.6 146,535
繰出金・積立金 11.1 981,738
投資及び出資金 0.0 15
貸付金 3.4 301,400
予備費 0.1 10,000

合計 100.0 8,840,000

末
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計

を
含
む
市
全
体
の
市
債
現
在
高
は

１
１
５
３
億
２
１
０
４
万
円（
市
民

一
人
当
た
り
44
万
３
５
５
６
円
）

で
、
前
年
度
末
よ
り
34
億
９
５
１

０
万
円
増
え
る
見
込
み
で
す
。

基
金（
貯
金
）

　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る

〝
普
通
貯
金
〟が
財
政
調
整
基
金
で

す
。
本
年
度
当
初
予
算
の
編
成
で

は
４
億
７
０
０
０
万
円
の
取
り
崩

し
を
見
込
み
ま
す
。
本
年
度
末
の

現
在
高
は
54
億
１
１
２
８
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

庁
舎
建
設
基
金
は
、
新
庁
舎
の

建
設
費
の
た
め
、
33
億
６
０
６
８

万
円
取
り
崩
す
見
込
み
で
す
。

　

基
金
全
体
の
取
り
崩
し
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
29
億
８
７
５
４
万

円
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
の
市
全
体
の
基

金
の
現
在
高
は
156
億
２
５
０
６
万

円（
市
民
一
人
当
た
り
６
万
９
８

円
）と
な
る
見
込
み
で
す
。

英
語
教
育
推
進
事
業 

50
万
円

　

小
学
校
の
外
国
語
活
動
と
中

各会計の予算規模 万円 ㌫
区分 平成24年度 前年度対比

一般会計 8,840,000 ＋9.9
特別会計 7,240,400 −14.8

病院事業会計 1,252,500 −2.6
合計 17,332,900 −2.8

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
は
884
億
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
79
億
６
０
０
０
万
円（
９
・
９
㌫
）

増
え
ま
し
た
。
税
収
は
減
り
ま
す
が
、
３
大
事

業
の
本
格
化
に
対
応
す
る
た
め
、
100
億
円
を
超

え
る
市
債
を
発
行
し
て
財
源
を
確
保
。
こ
の
た

め
、
過
去
最
大
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
資
料

は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　
財
政
課
☎
21
―
８
７
６
５

新棟とつながる市民病院北棟

工事が進む次期環境事業センター

自
主
財
源
比
率
　
市
税
や
使
用

料
な
ど
、
市
の
自
主
的
な
収
入

が
歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
。

義
務
的
経
費
　
歳
入
の
状
況
に

関
わ
ら
ず
支
出
が
必
要
な
経

費
。
①
職
員
の
給
与
な
ど
に
使

う
人
件
費
②
生
活
保
護
費
や
児

童
福
祉
費
な
ど
の
扶
助
費
③
市

の
借
金（
市
債
）の
返
済
に
充
て

る
金
な
ど
の
公
債
費
の
合
計
。

投
資
的
経
費
　
道
路
や
橋
、
公

園
、
学
校
な
ど
多
く
の
人
が
長

期
間
、
利
用
で
き
る
施
設
な
ど

の
整
備
に
必
要
な
費
用
。
つ
ま

り
、〝
ま
ち
づ
く
り
〟に
か
か
る

お
金
。

市
債
　
市
の〝
借
金
〟。
道
路
な

ど
多
額
な
費
用
が
一
時
的
に
必

要
で
長
期
間
利
用
で
き
る
施
設

を
整
備
す
る
場
合
や
、
自
治
体

の
財
源
が
足
り
な
く
な
っ
た
と

き（
臨
時
財
政
対
策
債
）に
、
国

や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
る
。

用語の説明

↓

　平塚市の財政を分かりやすく知っていただ
くため、市ウェブに「ひらつかのサイフ（平成
２２年度決算版）」を掲載しました。平成２２年度
決算を家計に例えたほか、貯金や借金の状況
などについて、イラストや身近な言葉を用い
て解説しています。

ひらつかのサイフを公開

義務的経費 45.9％
405億4,098万円

投資的経費
19.4％
171億4,885万円

そのほかの経費
34.7％
307億1,017万円

884億円
歳出
性質別

884億円
歳入

自主財源 61.0％ 539億4,778万円

依存財源
39.0％
344億5,222万円

財源別

過
去
最
大
の
884
億
円

平
成
24
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

歳　
入

歳　
出

主
な
事
業

一
般
会
計（
９・９
㌫
増
）



平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　薨0463−23−9467
広報ひらつか　第957号3

　

平
塚
市
の
財
政
の
変
化
を
時
代

を
追
っ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

創
生
～
戦
災
復
興　

　

昭
和
7
年
度
に
約
35
万
円
の
予

算
で
始
ま
っ
た
平
塚
市
は
相
模
川

と
金
目
川
の
間
、
南
は
相
模
湾
、

北
は
中
央
図
書
館
ぐ
ら
い
ま
で

で
、
面
積
は
現
在
の
約
７
分
の
1

（
10
・
50
平
方
㌔
㍍
）。美
術
館
は
隣

の
大
野
村
に
な
り
ま
す
。

　

翌
昭
和
８
年
度
に
は
73
万
５
３

５
１
円
に
予
算
が
ほ
ぼ
倍
増
。
約

12
万
円
の
赤
字
を
巡
り
、
市
長
と

市
議
会
が
対
立
し
市
長
不
在
へ
と

つ
な
が
る
事
件
も
戦
前
に
あ
り
ま

し
た
。
終
戦
の
昭
和
20
年
度
は
89

万
１
０
９
５
円
で
し
た
。

　

戦
後
は
一
転
。
混
乱
期
の
激
し

い
物
価
高
騰
と
、
戦
災
か
ら
の
復

興
の
た
め
、
市
制
20
周
年
の
昭
和

27
年
度
の
当
初
予
算
は
億
を
超

え
、
２
億
７
８
９
１
万
４
２
８
４

円
に
ま
で
膨
張
。
20
年
度
か
ら
７

年
余
り
で
300
倍
以
上
増
え
る
激
動

の
時
代
で
し
た
。

　

昭
和
25
年
に
完
成
し
た
平
塚
競

輪
場
の
収
益
が
、
市
の
財
政
に
貢

献
し
ま
し
た
。

町
村
合
併
～
高
度
成
長

　

昭
和
29
年
に
旭
村
、
31
年
に
大

野
町・神
田
村・城
島
村
・
金
田
村
・

土
沢
村
・
岡
崎
村（
一
部
）、
32
年

に
金
目
村
と
合
併
し
、
現
在
の
市

域
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
平
塚
市
の
原
点
と
も
い

え
る
、
翌
昭
和
33
年
度
当
初
予
算

は
５
億
８
０
５
６
万
３
０
０
０

円
。
当
時
の
戸
川
貞
雄
市
長
は
、

競
輪
を「
評
判
は
悪
い
が
働
き
者

だ
」な
ど
と
例
え
る「
競
輪
悪
妻

論
」を
主
張
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

ま
す
。
戦
災
復
興
で
生
じ
た
財
政

負
担
の
健
全
化
に
心
を
砕
い
た
市

長
な
ら
で
は
、
の
発
想
で
し
た
。

　

市
制
30
周
年
の
昭
和
37
年
度
当

初
予
算
は
12
億
１
７
４
７
万
円

で
、
初
の
10
億
円
超
え
と
な
り
ま

し
た
。
高
度
成
長
期
を
迎
え
た
こ

の
頃
、
市
民
セ
ン
タ
ー（
37
年
度
）

市
庁
舎（
39
年
度
）見
附
台
体
育
館

（
39
年
度
全
館
完
成
）市
民
病
院

（
43
年
度
開
設
）と
主
要
な
公
共
施

設
の
建
設
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
〜
平
成

　

市
制
40
周
年
の
昭
和
47
年
度
当

初
予
算
は
73
億
１
９
３
０
万
円
。

翌
年
度
は
88
億
３
８
０
０
万
円
。

昭
和
48
年
度
〜
平
成
24
年
度
の
40

年
間
で
、
ち
ょ
う
ど
10
倍
に
増
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
49
年

度
は
122
億
３
３
０
０
万
円
で
初
め

て
100
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

50
周
年
の
昭
和
57
年
度
の
当
初

予
算
は
352
億
８
５
０
０
万
円
。
福

祉
会
館（
50
年
度
）博
物
館（
51
年

度
）教
育
会
館
・
勤
労
会
館（
55
年

度
）な
ど
、
追
分
地
区
や
文
化
公

園
な
ど
で
公
共
施
設
の
建
設
が
続

き
ま
し
た
。
60
年
代
に
は
平
塚
球

場（
60
年
度
）平
塚
競
技
場（
62
年

度
）と
総
合
公
園
の
整
備
が
進
み

ま
す
。

平
成　

伸
び
悩
む
税
収

　

平
成
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
市

税
収
入
が
400
億
円
台
で
伸
び
悩
む

一
方
で
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増

加
で
歳
出
が
徐
々
に
増
え
て
い
く

時
代
で
す（
グ
ラ
フ
①
）。

　

一
般
に
バ
ブ
ル
崩
壊
と
呼
ば
れ

る
平
成
３
年
度
で
す
が
、
こ
の
前

後
で
は
市
税
の
増
減
に
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
問
題

は
税
収
の
伸
び
悩
み
で
し
た
。
昭

和
6１
年
度
を
最
後
に
、
税
収
の
伸

び
は
前
年
度
比
で
１
桁
台
に
と
ど

ま
り
、
平
成
20
年
度
の
462
億
４
５

１
８
万
円
を
ピ
ー
ク
と
す

る
、
な
だ
ら
か
な
変
化
に

な
り
ま
す
。
戦
後
あ
り
得

な
か
っ
た
前
年
度
割
れ
す

ら
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

伸
び
悩
む
背
景
に
は
、

平
成
元
年
度
に
導
入
さ
れ

た
消
費
税
が
象
徴
す
る
よ

う
に
、
直
接
税
か
ら
間
接

税
へ
、
と
い
う
大
き
な
流

れ
が
あ
り
ま
し
た
。当
然
、

景
気
変
動
の
影
響
も
受
け

ま
し
た
し
、
景
気
対
策
と

し
て
行
わ
れ
た
各
種
の
減

税
も
、
市
に
は
マ
イ
ナ
ス

に
影
響
し
ま
し
た
。

扶
助
費
が
５
倍
に

　

歳
出
を
中
心
に
、
も
う
少
し
細

か
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
昭
和
30

年
代
末
に
は
、
出
費
全
体
の
45
㌫

を
越
え
た
投
資
的
経
費
は
平
成
２

年
度
を
最
後
に
30
㌫
に
届
か
な
く

な
り
ま
す
。
平
成
９
年
度
以
後
は

20
㌫
す
ら
超
え
る
こ
と
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
税
収
の
低
迷
を
投
資

的
経
費
の
抑
制
で
耐
え
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
14
～
16
年
度
、

投
資
的
経
費
が
跳
ね
上
が
り
ま

す
。
主
な
要
因
は
、
見
附
台
体
育

館
に
代
わ
る
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

や
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど
の

建
設
で
し
た
。
義
務
的
経
費
の
う

ち
、
人
件
費
は
平
成
13
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
期
も
給
与
改

革
な
ど
で
抑
え
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
を
抑
制
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
公
債
費
も
低
い
位
置

で
安
定
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
16

年
度
は
過
去
の
高
金
利
の
借
金
か

ら
、
低
金
利
の
借
金
に
借
り
換
え

る
た
め
、
一
時
上
昇
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
上
昇
し
続
け
る
出
費

も
あ
り
ま
し
た（
グ
ラ
フ
②
）。
生

活
に
苦
し
む
人
を
支
え
る
た
め
な

ど
に
支
払
わ
れ
る
扶
助
費
で
、
目

立
つ
の
は
生
活
保
護
費
。
子
ど
も

手
当
も
含
ま
れ
ま
す
。
平
成
元
年

度
の
40
億
３
７
３
３
万
円
が
、
平

成
24
年
度
は
200
億
３
０
４
０
万
円

と
ほ
ぼ
５
倍
に
増
加
。
単
純
計
算

で
は
、
毎
年
６
億
６
６
０
０
万
円

増
え
続
け
て
い
る
計
算
で
、
い
ま

や
平
塚
市
で
最
も
お
金
が
か
か
る

分
野
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
特
例
市
と
の
比
較

　

最
後
に
、
全
国
の
特
例
市
と
平

塚
市
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
を
総
括
す
る

最
新
の
地
方
財
政
白
書
と
同
時
期

の
平
塚
市
の
決
算
を
比
較
し
て
み

る
と
、
義
務
的
経
費
に
占
め
る
人

件
費
は
ほ
ぼ
全
国
並
み
。
公
債
費

は
ほ
ぼ
半
分
な
が
ら
、
扶
助
費
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計 7,240,400
競輪事業 1,700,200
国民健康保険事業 2,874,500
下水道事業 987,500
水産物地方卸売市場事業 1,400
介護保険事業 1,380,600
農業集落排水事業 54,500
後期高齢者医療事業 241,700

病院事業会計 1,252,500

　特別会計は、125億７,１７０万円減ります。
①競輪事業会計で特別競輪が開催されない
②農業集落排水事業会計で吉沢浄化セン
ターが完成、などのためです。
　病院事業会計は、システム整備費の減少
により、３億３,７００万円減ります。

学
校
英
語
科
授
業
の
た
め
の
研

修
会
・
学
習
会
を
開
き
、
外
国
人

英
語
指
導
者
の
効
果
的
な
活
用
を

支
援
し
ま
す
。

成
年
後
見
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
事
業 

34
万
円

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援

や
、
市
民
後
見
人
の
養
成
・
確
保

な
ど
を
す
る
成
年
後
見
利
用
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
て
、
検

討
会
を
設
置
し
ま
す
。

電
気
自
動
車
等
普
及
・
促
進

事
業 

160
万
円

　

市
民
や
事
業
者
が
電
気
自
動
車

な
ど
を
購
入
す
る
場
合
に
助
成
し

ま
す
。

産
業
間
連
携
促
進
事
業 

170
万
円

　

産
業
界
、
関
係
機
関
な
ど
で
構

成
す
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
産

業
活
性
化
に
向
け
た
環
境
整
備
を

進
め
ま
す
。

小
児
医
療
費
助
成
事
業 

8
億

３
１
９
２
万
円　

　

小
児
医
療
費
助
成
の
通
院
対
象

を
小
学
校
３
年
生
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

建
物
の
耐
震
性
向
上
促
進
事

業 

２
８
８
１
万
円　

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
支
援
制

度
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診

断
支
援
制
度
な
ど
に
加
え
耐
震

特別会計・病院事業会計

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援
制
度
を
創

設
し
ま
す
。

地
震
・
津
波
防
災
対
策
事
業

１
８
５
５
万
円

　

地
震
防
災
マ
ッ
プ
・
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
や
、
海
抜

表
示
板
の
増
設
な
ど
を
し
ま
す
。

小
学
校
施
設
管
理
事
業 

200
万
円

　

小
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
進
め
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業 

59
億
８
９

４
６
万
円

　

地
上
８
階
の
高
層
棟
を
つ
く
る

た
め
の
Ⅰ
期
建
設
工
事
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。　

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業 

80
億
２
８
０
１
万
円

　

安
定
的
な
ご
み
処
理
を
維
持
す

る
た
め
、
次
期
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
や
プ
ラ
ン
ト
工

事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
整
備
事
業 

２
億
６

８
８
２
万
円

　

オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
移
設
工
事
な

ど
を
進
め
、
新
た
に
仮
設
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
工
事
、
既
存
棟（
救

急
棟
・
管
理
棟
・
院
内
保
育
所
）

の
解
体
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

↓

財
政
か
ら
見
た
市
制
80
周
年

② 平成の当初予算の主な歳出額
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① 40年間の当初予算額と市税

当初予算額
市　税

見附台体育館
（市史編さん担当提供）




